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総会報告要 旨

第 三 口 蓋化 の 問題 点

中　　村　　黍　　朗

　 「音節 の 音調和」 の 現れ で ある後舌子音

9
，

k
，
　 x の 口蓋化は 共通 ス ラ ヴ語に お け

る最も重要な音現象の
一

つ で あろ う。 第
一

お よび第二 卩 蓋化 が音節内で 生 じた 「逆行

口蓋化」で ある の に 対し ， 第三 口 蓋化は音

節の 枠を超 えて生 じた 「進行 口蓋化」 で あ

り， 前二 者 とは 明確に 区別 され る 。

　第三 口蓋化はそ の 条件 ， 結果の 現れ方の

不規則性，絶対的 お よび相 対的時期な どを

め く
“

っ て様 々 の 議論を よ ん で きた 。 殊に 第

三 口蓋化が どの よ うな条件 の 下で 生 じた か

は 問題解決の 核心 とな っ て い るが ， 今だ に

有効な モ デ ル は 提出 され て い な い
。 伝統的

解釈の 集大成 ともい うべ きも の は Sheve・

lovli）に み る こ とがで ぎる が ，近年全 く別

の 視点か らの 新説が だ され る よ うに な っ て

きた 。
〔2｝

　細部に つ い て は い ろ い ろ異説が あ るに せ

よ ， 伝統的立場 か らの 現在最 も有力な解釈

は お よそ 次 の よ うな もの で あろ う
一 第三ニ

ロ 蓋化は 母音の 前に 位置する後舌子音が前

舌母音 i， i，　e （また ir を 含 め る 説 もあ

る）に先行 された 場合 に 生 じた 。 後舌子音

に 先行す る 前舌母音は i系統の 音で あ り（¢

は こ の 場 合
＊in に 由来）， 後舌子音に 子音

が続 く場合に は 第三 口 蓋化 は 生 じな か っ

た 。 も っ とも，後舌子音の 後に 続 く母 音の

うち，起源的に 円唇音で ある ti
，
　y （＜

＊
の

は 第三 口 蓋化を妨げた とす る説が最 も有力

で あ る。 C．　B．　BePH田 Te 負H は こ れ を 真向

か ら否定す るが ， 別 の解釈を 与えて い るわ

けで は ない 。 第三 口蓄化 の 結果が ぎわめ て

不 規則 に 現れ て い る こ とが こ の 問題解決の

大 きな障害 とな っ て い る が ， こ れ に 対 して

は ， 第三 口 蓋化 は地域 に よ りか な りそ の 作

用 の 程 度が異 な っ て い た こ と， また 第三 口

蓋化の 結果は形 態論的，語形成論的等各種

の 要囚に 影響 され た こ とな どが指摘 されて

い る 。 三 つ の 口蓋化の 相対的時期に つ い て

言えば ， 第
一一ues 化が第二 口蓋化 よ り古い

現象で あ る こ とは す で に定 説 と な っ て い

る 。 第二 口 蓋化 と第霏 口 器化の 時期的関係

は 微妙 で ある が ， 第二 口 蓋化の 方がや や 古

い とす る説 が 優勢で あ る 。

　 以 Eの よ うな伝統的解釈に対 し，
LuntU ）

は ， 第三 口 蓋化は 後舌子音が高い 前舌単母

音 （つ ま り長短の i） また はそ の 鼻音 との

結合の 後に 位跨 し ， さ らに 低 い 後 舌 母 音

（つ ま り長短の a ）の 前に 位置 した場合に

生 じた ， とする （こ の 条件は 伝統的解釈に

近い
。 また 二 重母音

＊ei に 続 く後舌子音が

第三 ロ 蓋化を蒙 らなか っ た こ と は す で に

A ．Meillet に ょ っ て 指摘 され て い る）。 第

三 口 蓋化 は 9 と k だけ に 作用 し，
x は第三

口 蓋化に 参与 しなか っ た 。 彼に よれ ば ， 第

三 口 蓋化は ス ラ ヴ語が 後期印欧祖語の
一

方

言ない し初期共 通 ス ラ ヴ語 とみ な し うる過

渡期に 生 じた もの で あ る 。
ス ラ ヴ語 に お け

る x の 出現 ，
つ ま り ＊s ＞ x の 変化 は まさ

に こ の時期に関係する もの で あ り， 従来第

疏 口 蓋化 の例 とされ て きた 代名詞
＊visi （〉

ロ シ ア語 BeCb ）の 一S一は 第三 口蓋化に よ
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る もの で は な く， よ り後の 時代に お け る改

新形 で あ る と い う。 結局，第三 口蓋 化は 三

つ の 口 蓋化 の なか で 最 も古 く， 口蓋化の 歴

史白勺∫1質丿亨（1ま　厂第三三口 蓋 ｛匕一mm’　ee一 口 蓋イ匕
一一

→ 第二 口 蓋化 」 とい うこ とに な る 。

　 こ の よ うな Lunt の 説に 対 して は すで に ，

彼 の 使用 した資料 が きわめ て 限定 され て い

る こ とな どい くつ か の 重要な 疑問点が提出

されて い るが ，
固 しか し ，

Lunt と は 異 な

る条件を た て つ つ も ， 口蓋化の 歴史的順 序

に つ い て は 同
一

の 結論を だ し て い る Jac−

cobson （51 の 研 究 も あ り，第三 口蓋化の 研

究は 新段階に 入 っ た と言 うべ きで あろ う。

Lunt の 説 が直 ち に 伝統的解釈 に取 っ て代

る もの と は 言 え ない で あろ うが （何故 な ら，

それ は伝統的 な ス ラ ヴ語音韻史研究の 成果

の 再検討を 迫 る もの だ か ら で あ る），今後

第三 口蓋化 の 研究が新たな レ ヴ ⊥ル で論ぜ

られ る契機 とな る画期的な説で あ る こ とは

疑い ない 。

注（1） 口 蓋化 の 相対 的時 期 に 関す る 伝統 的

　 解釈 の 見直 し は R．Channon
，
　 On 　the

　 Place　of 　the　Progressive　Palataliza−

　 tion 　of 　Slavic
，
　The 　Hague 　and 　Paris

，

　 1972
， か ら始 ま る よ うで あ る

。 但 し，

　 筆者 米 見 。

（2） G．Y ．　 Shevelov，　 A 　 Prehistory　 of

　 Slavi〔二
，
　Heidelberg ，　1964，　 pp．338〜

　 355

（3）　H ．G ．　 Lunt ，
　 The 　Progressive　 Pa −

　 latalization　 of　 Common 　 Slavic，

　 Skopje
，
1981

（4）　∬．双．BeJIHeBに よ る 3）の 書評（Bfl，

　撞 3
，
1984）参照 。

（5）　G ．Jaccobson，　DBpHcTHuecKHth　non 一

　　　　　　　 り
　 XO 丑 1く　TpeTbeH 　naaaTaJIH3aHH 題　3a・

　 AHeHe6Hb ！X　B 　CnaBfiHCKHX 　H3bIKaX ，

　 B　KH ．：　∂THMoJloMfi 　1984，
　M ．， 1986．

　 彼は 1973年 に は す で に ， 第三 口 蓋 化 が

　 最 も古 い
， と の 結論 に 達 し て い た よ う

　 で ある
。

「存在文」 を め ぐっ て

山 　崎 紀　美 　子

　 ロ シ ア 語の 伝統文法 で は ，
HeT 　BpeMe −

Hva．に 類す る存在否定文 は ，無人称文 の 一

種 と して正式に 登録 され、て い る が ，

一
方

ECTb　Ha 丑eM 〈na．な ど否定を伴わ ない 存在

表現に つ い て は 登録 先が定 ま っ て い な い
。

　 こ の よ うな不 白然 な状況か ら脱却す べ く，

た とえば ILIBeAOBaは ， 1970年版 の ア ヵ

デ ミ ア 文 法 書 に お い て ， 伝統的名詞文に

6blTH齟 OCTb の 意味を 求め て
， 次 の a

，
b

，

c をひ とつ の グル
ープに ま と め よ う と し

た 。

　　   Hoqb ．　 THLIIHHa．

　｛　　（DByneT 　Hoqb ・Bbi”a　 Hoqb ．

　　  BBe3nyxe 　rapb ・CblHy　roA 一

しか し ， 田 BeAOBa は こ の グル
ープを 1 項

文 の 下位分蜘 こ納め て い た た め ， 田 Me 訌eB

ユ976，BeJ【o皿laHKoBa 　1977
，
30 」10ToBa 　1978

な どか ら反論が出され， 1980年版の ア ヵ デ

ミ ア 文法 書に お い て ， IIIBeAOBaは   を

cTpyKTypHafi 　cxeMa か ら ceMaHTHqecKaH

cxeMa に後退 させ て しま っ た 。 こ れ は，ベ

ー
ジ数の 多い ア カデ ミ ア文法書 に お ける ，

ほ ん の 小 さなで きご とで は あるが， ロ シ ア
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